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ウシの胚移植技術は農家に普及し，優良後継牛の生
産や黒毛和種肥育素牛の生産に広く活用されている。
現在，国内で実施される胚移植のおよそ 8割は凍結胚
移植で占められており，プログラムフリーザーを用い
て緩慢凍結した胚を農場内で融解し直ちに受胚牛に移
植する方法が一般的である。一方，胚移植の付加価値
を高めるために性判別胚を利用した雌雄の子牛の選択
的な生産が取り組まれているが，性別判定のために一
部の細胞を切除された胚は一般的な緩慢凍結では良好
な受胎率が得られず，技術普及の課題となってきた。
ガラス化保存は，高濃度の耐凍剤を含む溶液に平衡
した胚を極めて急速に冷却することにより氷晶形成を
伴わない超低温保存法であり，緩慢凍結と比較して，
植氷やプログラムフリーザーを用いた冷却などが不要
なばかりでなく，胚の生存性の低下が極めて少ないこ
とから，性判別胚や体外生産胚等の耐凍能の低い胚や
卵子の超低温保存に利用されている。しかし，高濃度
の耐凍剤を除去するためには実験室での操作が必要で
あり，農場段階での利用には不向きである。演者は，
道県研究機関の共同研究において，ガラス化保存した
ウシ性判別胚をストロー内で希釈し直ちに受胚牛に移
植する方法の農場段階での実用性を検討してきた。
【ガラス化保存胚のストロー内希釈】

0.25 mlストローに 25％エチレングリコールと 25％
DMSOを含むガラス化液とともに胚を充填し，直ち

に液体窒素蒸気中で冷却しガラス化保存した。加温
後は，ストロー内に配置した 5％エチレングリコール
0.15Mシュークロース液と胚を含むガラス化液をスト
ロー内で混合することにより耐凍剤を希釈した。ス
トロー内希釈後の胚を直ちに受胚牛に移植した受胎率
と，胚の生存性を確認した後に移植した受胎率の間に
有意差は認められなかった。しかし，ガラス化保存前
の胚の品質やストロー内希釈後の経過時間により受胎
率が低下する可能性が示唆された。
【超急速ガラス化胚のストロー内希釈】
クライオトップのシート部先端に 15％エチレング

リコール，15％ DMSO，0.5M シュークロース液を含
むガラス化液とともにウシ性判別胚を置き，直ちに液
体窒素に浸漬してガラス化保存した。加温と耐凍剤
の希釈は，0.2M シュークロース液を充填し 38℃に加
温した移植用 0.25 mlストロー内にクライオトップの
シート部を挿入して行い，ストロー内希釈後の胚を直
ちに受胚牛に移植した受胎率は，胚の生存性を確認し
た後に移植した受胎率と同等であった。
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